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速い。アメーパの世界でも速くすすむためには流線型になる必要があろようだ。これらのアメーバ

は体を韮物に密着させてすぺるように進むが、オオアメーバなどは仮足を手足のようにのばし体を

うかせて歩いているような動 きをみせる 。 仮足の出し方はでたらめ方向で、 進み方も前後左右気の

むくままである 。 この仲間はもっとも教科書どおりの姿と動きをしてくれるので学校での実習に用

いるのに都合がよい。 さてこれらのアメ ー パも何かのはずみで基盤をはなれ標流する形になると球

状に変り、四方八方へ仮足を出してコンペイトウ型または星型になる。これは要するに手足をのば

して早く何かにつかまろうとするためである。また基物につくと再びもとの種に特有の形にもどる

のである。いざというときはどのアメ ーバもこのように変幻自在の本領を発揮するわけだ。

生物がはじめて水中に誕生したとき 、その姿はアメーパに似ていたと考えられろ。そのような裸

の細胞がやがて外側を細胞膜でつつむようになった。次に細胞が分裂しても分離せずそのまま集団

生活をつづけるようになったものが多細胞動物である。今日の普通の細胞も細胞膜をうまく除去し

てやると裸の細胞になってしまう。こうなるとどの細胞でもアメーパのように行動するようになる。

臼血球やリンパ球は体細胞であるがはじめからアメ ーバのよう に動き細胞間隙などをぬって歩きま

わっている。植物の粘菌にみる変形体 もアメ ーバ様細胞として著明である。多細胞生物の体細胞に

もこのような自由の身のアメーパ型細胞 amoeboid ce 11 は意外に多く存在するのである。裸の細

胞はいわば生物の原始の姿であり、その姿のままで今も変らずに生きつづけているのがアメーバで

ある。生物は単純なものから複雑なものへと進化した。生物の進化では生存競争に勝ったものが適

者として生き残り、そうでないものは滅び去ったと教科書に書いてある。そのとおりならアメ ーバ

のよ うに単純な も のは原始の昔にはいたがやがて進化して姿をかえてしまったはずであり、姿をか

えずにいたらやがて滅び去ってしまったはずであろ。だが事実はさにあらず、 実にアメーバは地球

上のあらゆる場所の水にすむだけでなく 、 たとえば人の口中には口腔アメーバ、腸には大腸アメー

バや有名な赤痢アメーバなどがすむように、すぺての動植物の体内にそれぞれ特有のアメーバが常

駐している 。しかもそれらは池や自然の水にいるものと外見上さしてかわらない姿をしているのだ。

アメーバは水が乾けばシストをつくって休眠する 。 こうなると花粉や胞子のように風とともに上空

ヘもまい上り、伺千キロもの長旅もする。つまり空気中にもぼう大な数のアメーバが漂って生ぎつ

づけているのだ。このようなシストが水に落ちればまた元のアメ ーバの姿になって歩き出す。だか

らどんなきれいな水でもふたをあけておくといつのまにかそこにアメ ーバの姿を見るようになる。

なぜアメーバは単純な原始の姿のままでこのようにありとあらゆる場所に適応し、しかも不死烏

のように生きつづけられるのか。アメーバは裸のままで不都合はないのか。それなら裸の細胞は着

物を着る必要などなかったはずである。つまりは生物は原始のままで進化しなくてもよかったし、

進化する必要などなかったのか。ア メ ー バはこのような生物学の謎をとき我々に多くの解答をあた

えてくれる生物である。にもかかわらずアメーパは今もその姿を誰にもみられることなく池の中に

すんでいる。有殻アメーバや太陽虫も裸のアメーバもシャ ー レー中で容易に飼育できる。ただ見て

いるだけで面白いし数多くのことを学ぶことができる。このような原始の生物の世界をぜひ一度見

てみることをお勧めする。
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環境の変化と淡水産の貝類について

名古屋市立名北小学校 田中守彦

1. はじめに

20 年以上前に、愛知県のほゞ全域にわたって淡水産の貝類の分布状況を調べ、それから 10 年

後同じような調査を名古屋市内で行い、環境の変化の著しさ、種類の激減ぶりに滋いたものであ

る。

近頃、一時見かけることの少なくなった野生のメダカが、名古屋市西部の富田町， 南陽町で沢

山見られるようになった。水の浄化や、蚊の駆除に役立つということで放たれたタップミノウが

予想以上に繁殖し、それにともなってメダカが激減したように見えた。もっとも、野生のメダカ

が減ったのは、タップミノウに追いやられたというより、環境の悪化した水域が増えたため、悪

条件下での生活に強いタップミノウが残り、メダカが減ったのが真相だと言える。

淡水産の貝類の場合も、護岸工事その他で、 環境の一部あるいは大半が変わってしまった場所

では同じようなことが言える。しかし、中には工事前と工事後しばらくたったあとの分布状況に

あまり差のない地域もあるのでそこを取り上げ、環境の変化と貝類の分布についてふれてみたい。

2. 豊田市の桝塚地区

豊田市の桝塚地区は、豊田市の南東の端

矢作川の右岸にあり、灌洒用の用水が縦横

に走っているところである。 20 年ほど前に

は、用水の側壁が木板で補強され、泥質の

ンガリササノハ、ィ シガイ（マシジミ）と

いった大型の二枚貝、オオタニシ、マルタ

ニシ、ヒメタニシのタニシ類、カワニナ、

モノアラガイ 、 ヒメモノアラガイ、ヒラマ

タナゴ、タビラ 、 アブラボテ、イチモンジタナゴのタナゴ類にヒガイまで生息していた。

用水路が護岸工事で側壁 ・ 底ともコンクリートに代わり、細い用水路はブロックが埋め込まれ

て様相が一変した。護岸工事が終了して 10 年以上経った近頃、貝類では、プ ロ ックの埋められた

ところでは継ぎ目あたりにとどまって生活している。コンクリートで完備されたところでは、士
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砂が 10~ 15 cm も積もり、水深はいつも 30 cm ほどあり 、 流れがゆるやかなため、土手の上から見

て泥底一面に点々と水管を開いている二枚貝をうかがうことができる。以前と比べ、オリエボシ、

マツカサガイ、 カタハガイなど、もともと僅かしか見られなかった種類の貝を確認することがで

きなかった。 また 、 径 41111!1ほどの平たい巻き貝のヒラマキモドキも見られなかった。新しく見ら

れるようになったのは熱帯魚や水草と一緒にはいってきたサカマキガイぐらいであった。魚類で

は、タナゴ類に減少あるいは全く見られなくなったものが 2 、 3 種いたが代わりにタ イ リクバラ

タナゴが急激に繁殖して生育場所を広げているのは他の水の豊富な地域と同様である。

3. 森林公園内のあ る小川

中志段味から森林公園の中心部への道路

に面した大池とその西側に造成された駐車

場、雑木林を囲むように道が開けて南側の

池へと続く 、 森林公園の植物園近くの地域

である。池からオ ー バ ー フローした水が暗

きょ溝を通ってコンクリートのますに流れ

こみ、そこから雑木林の間を通りぬけて落

差のあるえん堤から流れおちる。小川は川

幅 lm 、 水深 20 cm ほどで曲り角がけずら

れてやヽ深みを作り、深さは 30 cmの渕にな

る。

以前はこ こ に、タガイ、ィシガイ 、 マッ

カサガイ 、 マシジミの二枚貝と他に、マル

夕ニシ、 ヒメタニシ、 カワニナ、ヒメモノ

アラガイがいたが、下流域がブロックで完

備された近頃では、カタハガイが姿を消し

図 2. 森林公園内のある小川

代わりにサカマキガイ 、 コシダカヒメモノアラガイが見られるようになった。

4. まとめ

二つの場所で共通していることは、護岸、 改修工事で一部あるいは全面にわたって手が加えら

れたが、貝類の生息状況は、僅少だった種類に現在見られなくなったものもあるが他の地域では

稀にしか見られない種類もここでは工事前 と同じ程度、中にはかえって量を増したものもあり、

環境の変化が大きかった割に種類の変動が少なかった地域といえる。

淡水産の貝類の場合、 大型の二枚貝のタナゴ類との共生関係、タニシ類の卵胎性（仮）モノア

ラガイ類のゼラチン状の卵魂など、 他動物や自然の悪条件にも身を守り得る生活様式をもつもの

も多く 、 工事で一旦住み慣れた場所を失っても他の地域で生きのび、 工事後以前の環境に近づい

た頃もどってくると思われる。しかし 、 絶滅の危機に瀕しているものについては、住みついてい

る環境がくずれたとき 、 狭い現境条件でしか生活できないため 、 他に定着できる条件の場所がな

いため、オリエボシ 、 カタハガイのように見られなくなっていくと考えられる。
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東海市大田町にある与五八池と自然観察

東海市立船島小相地 満
水源地としての与五八池

私が東海市の大田小学校に赴任したのは昭和 50 年 4 月である。その頃、学校の東から南にのび

た木田の丘には赤く立枯れた松の木が目立った。松が皆枯れていくというのであった。赤く立ち枯

れる松は松喰虫の被害ということで済まされていたのだが、松がことのほか多かったというこの丘

の西側に 2 箇所今も松が青々と繁っている場所がある。丘の西端にあり、古＜から長く絶えること

なく湧き出る泉の地に建てられたという由来をもつ長源寺と丘の谷間に作られている溜池、与五八

池（上池）の畔である。与五八池は上池と下池からなり、北側が田畑として開け 、 他を丘で囲まれ

ている。数年前に池の周囲の雑木の伐採が行なわれるまでは、池を一周することすら容易でなく、

深閑として不思譲な無気味さすら感じさせる静かな池であった。 「松は本来、低山や丘陵地の丘か

ら田畑や低浬地、人里に至る接点となるようなところ、地下に清らかな水の流れているところに良

く生育しているものであ り、 松の立枯れは松喰虫の被害だけではなく 、 そういった環境がなくなっ

ているところに根本的な原因があるので弗」と聞いたことがある。長源寺と与五八池に松が今も残

っているのを見るにつけ 、 私はこの言葉をあらためて思い出す。

この地になぜ溜池が作られたのだろうか。大田町は明治になって農村であった木田村と大里村が

合併して出来た。両村の中心より北側を大田川が流れ、その水利権争いは大変なものであったとい

う。水量のそう豊富ではない大田川の水だけでは足りず、 溜池を必要とした。そこで、 木田の丘の

地形を利用して、太光寺池、与五八池（上池、下池）が作られる。小学校 2 年生の社会の学習に「

農家のくふう」という単元がある。春、水が動き出した頃、大田小学校のまわりの田に立って水が

流れてくる方向を追っていくと 、 うねうねと遠まわりをしながらやがて与五八池にたどりつく。子

供達は下池の一方を塞いだ大きな土手の前に立って水はここから流れてきていたのかと慾く 。 土手

を登って見ると満々と水を湛えた池の向うに更に高く大きな上池の土手が見える。草深いその土手

に立てば北側に広がる大田町を望むことが出来る。大田町の田をうるおす水はここから流れている

のだということが実感としてよくわかった。更に細かい地図でよく見ると田畑が池から扇状に広が

っている部分が残っていておもしろい。

かつて、この与五八池の周辺は自然な水源地として、人間や他の動物達の命を澗す聖な る場所で

あったかも知れない。与五八池をつつむ木田の丘には縄文前期からの人間の営みのあったことが出

土する遺物によって知られている。米作りもまず、 与五八池のあるあたりから始まったかも知れな

ぃ。 池の東側の丘からは常時、湧 き水があり 、 湿田となっている。そういったところがまず、自然

の水田となったことが充分考えられる。 農事、特に水に関した年中行事や祈藉がこの池を中心と し

て行なわれたかも知れない。丘の上にある雨尾神社や池の西側にある小さな飼、池の北側で行なわ

れたという正月のドンド焼などが、その名残りをとどめている 。 池はいっごろこのような溜池と し

て出来たのか、それはわからない。だが、池が出来る以前からこの地が自然な水源地としてあった
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ことは充分考えられるのである。

自然観察地としての与五八池

(1) 理科クラブの活動

私が与五八池の自然に興味を持ち始めたのは、顧問をしていた理科クラプの活動の中心を自然観

察においた昭和 55 年度からであった。それ以前の情報としては、池に水草がた＜さんあるという

こと (50 年）カワセミが来ていた (51 年）。池の水を全部ぬいtこところウナギ、ナマズ、コイ、

モツゴ、 フナなどがた＜さんいた ( 51 年）。 トンボや昆虫の種類が非常に多い ( 52 年 ）というこ

とぐらいであった。理科クラブの活動を自然観察においた理由は当時、校内に郷土資料館を作るこ

ととなり地域の自然学習の資料を集める必要があったからである。子供達をつれてこの池に出かけ

た。ツリガネニンジン ・ ワレモコウ • アケビ ・ ミッパアケビ ・ ムラサキシミブ ・ カラスウリ ・ ツル

ウメモドキ · ヤマモモ ・ ヒサカキ ・ シャシャンポ • アラカシ ・ タブ ・ カクレミノ • ヤブニッケイ •

アベマキ ・ コナラ ・ クサギ • アカメガシワ ・ ショウブ ・ ヒシ • ママチャヅル ・ ミゾソバ • ヤプガラシ

• ヤブコウジ ・ イヌビワ ・ ホソバイヌビワ ・ イシミカワ • サワフタギ ・ ガマス｀ミ ・ カマツカ ・ イス

ノキ ・ ヤブツバキなどの植物 、 オオケマイマイ • マルタニシ ・ カラスガイ（？） • コジュケイ ・ キジ

・ カィップリ ・ キジバト ・ セキレイなどが観察され、子供達の手で記録されていった。記録された

ものの一部は「観察者」という機関紙にまとめられた。観察した結果をもとに自然観察路の設定と

資科づくりをはじめていたが中途になっている。

(2) 親子自然観察会

親子自然観察会はもと PT A保健体育部秋の行事の一つとして体力測定やフォークダンスなどを

していたものを人が集まらないからという理由でなかばやけっばちになって外へ出てハイキングで

もしよう 。どうせ歩くなら木とか草の名前を憶えながら歩こうということになって始まったもので

ある。それが好評を呼び、 30 名から 60 名、 60 名から 100 名と年をへるごとに多数の参加があり、

58 年南は 150 名を越える大盛況ぶりを発揮したのだった（その勢いで、 PTA は親子でカマポコ

板をあつめ木に名札をつける活動を始め 、 新聞でも報道されたJ 。例年、木田の丘を中心としたコ

ースを選ぴ、事前に資料を作ったり 、 荷ふだに植物名を書いてつるしておいたりしていたが、 58 

年度は特に与五八池を中心にくわしく歩いた。というのも近年、この池の自然環境の悪化がはなは

だしく 、 静岡大学の橋本先生に見ていただいた時も「あと一年二年といったところではないか」と

いう程のものであ り、その姿をしっかりと見ておいて欲しかったからである。

この池の自然環境の悪化は 56 年ごろから急速に進んでいる。まさに 3 ケ月おきぐらいのはやさ

で見る度に悪くなるといって良い。原因は 54 年に愛知用水が使われるようになり 、 池の役割が少

なくなったこと 、 56 年とろからブラックパスが繁殖をはじめ、ルア ー による釣り人が集まってい

ること、数年後には東西南北からのびてきている新しい適路がこの池の近くで十字に交差する計画が

進められていることなどによる。かつて自然な地に池が作られたとき 、 それは確かに自然の破壊で

はあったが、そこに棲む生物層は豊かになった。だが今日の溜池の自然の破壊は、何を、我々にも

たらせてくれるだろうか。観察を続けていきたいと思う 。
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名古屋市及びその周辺の溜池の現状調査

村上哲生（市公害研） ・ 近藤繁生（愛知医大） • 浜島繁隆 · 鈴木達夫（市邸学園高蔵高校）

須賀瑛文（千挿中学校）

（調査目 的・方法） 名古屋市東部及び、その周辺地域に位置する溜池の現状の基礎密料とする

為に、 該当地域の溜池、 172 池について 、 1983 年 7 月 ~8 月、形態、環境、 水質の調査 を行った。

いく つかの溜池については、過去、 詳しい水質測定デー タがあるものの、 200 以上を数えるこの地

方の溜池を網羅したものはない。 又、 地図上に記載されている甜池であっても 、七地利用状況の変

化により、姿を消している例も少くない。 このこと から 、 今回 、 短期間に、なるべく多くの池の現

状を記録するという方針で調査を企画した。調査項目は、溜池の形態（堤の種類、人工護岸の割合） 、

周囲の環境、 水質（水色、 pH 、 透視度、水の華の有無）、 生物（周囲からの観察、聞 き取り）に

限定した。

（調査結果） 図 1 に調査しに池の分布図を 、 表 1 に調査結果を示す。

1) 溜池の形態と周囲の環境 ： 溜池の形態を人手のかかった程度に応じて 、 A~C の三戸』に分

類した。 A四の池が最も人工的な池であり、 C型の池が自然のままの岸部が残った池であろ。各邸

の池の地域毎の分布をみてみると 、守山区、 尾張旭市、 愛知郡の丘陵地栴では、 C邸の俎池の比率

が高く (A, B 型 36 % 、 C 型 64%) 、名古屋市南部から、豊明市、 刈谷市の低地部では、 A,B

型の比率が高くなっている (A, B 型 71% 、 C 那 29%) 。 C型の池は、丘陵地の谷の下部を堤で

閉じた形で、 屯野部には存在し難く、 三つの刑の池の比率は、 その溜池が分布する地域の地形に制

約されると考えられる。溜池周囲の環境については、 前述の C型溜池の比率が高い東北部丘陵地帯

でぱ、 周囲のすべて、又は、 一部が林である池が約 8 割を 占るのに対し、東南部平地では、その比

率は 6 割弱となる。 2) 溜池の水質： 調査した水色、 pH 、透祝度の三項目は、 互いに強い関連

があり 、富栄蓑化の進行の程度に応じた値をとることが確認されに（図 2心 ）。 浮遊藻類の多い池

では、一般に、水色は 、 緑色系統であ り、 透視度も低く 、又、 光合成による炭酸の消費の為、 高い

pH値をとる領向にあっ た。このような富栄狸化 L,tこ池は、東南部の低地部に多く分布す る。 ー方、

東北部丘陵地帯には 、 褐色系統の水色、 酸性に頌いだ pH で特徴づけ られた一群の池が見られる。 こ

れらの池の特性は、 周囲の落葉、 岸部の水草に由米する腐植質によるものであ り、 その作用により

藻類の生産がおさえられているものと思われる。

（結論） 名古屋市及びその周辺の溜池 172 池を調査した結果、溜池の形態、周囲の環境、 水質

か ら、富栄養化した溜池と、腐植質で特徴づけられる溜池との二つに類別できることがわかった 。

前者は低地部に多く、後者は、丘陵部の林間に分布している。 当地方で、 豊富な生物群集の見られ

る池、水の華等で不快感のない池の大部分は、腐植質で特徴づけ られた池である。 これらの池の腐

楢質は、水草、 周辺の林の落葉に由来するものであり、周囲の林の伐栽、護岸工事によ る水草帯の

絶滅でその供給は絶tこれ、その池沼朋は容易に富栄養期に移行し得る。現在の状況の溜池を維持す

るには、溜池の水質のみならず、周囲の環境も併せて保全する必要があると考え られる 。
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アオコ（水の lili) の発生してい る 11.!1

ぽ高 sa. 以下の沖 ffl'l' 野に多い。

図 1. 調査した池の分布図

透視度

50-

I Il G-蹂 色

GB I 
禄喝色

褐色B 0- 50 

透視度

l -10 fi'10-20 

刊 30-40 炉0-50

皿記憎
I I 11 I n=61 

し且」応62

田

III 20-30 

団 50-

J n=23 
100'/, 

図 2. 水色と透視度の関係

緑色の池は透視度の低い池の比率が嵩<、

褐色の池は透視度の高い池の比率が高い。
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図 3. 透視度と pH の関係

透視度の低い池ほど pHが高い。
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表 l.

番号
1) 2) 
0 0 1 

0 0 2 

0 0 3 

0 0 4 

0 0 5 

0 0 6 

0 0 7 

0 0 8 

0 0 9 

0 1 0 

0 1 1 

0 1 2 

0 1 3 

0 1 4 

0 1 5 

0 1 6 

0 1 7 

0 1 8 

0 1 9 

0 2 0 

0 2 1 

0 2 2 

調

3

4

5

6

7

8

9

o

1

2

3
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5

1

2

1

2

3
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5

6

7

8

9
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1

2

 

2
2
2
2
2
2
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3
3

3
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o
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o
o
o
l
1
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o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

l

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2
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査結果

旦

雨池

尼池

石捨池

大池

大久手池

大村池

ヵケヒ池

風越池

上池

神池

白鳥池

新池

竜巻池

寺池

東禅寺上池

II 中池

II 下池

南原池

滞 池

日の後池

平池

大森蛭池

志段味蛭池

二ツ池上

II 下

見返池

緑ケ池

肉）田池
※小幡緑池

※ II 

※下志段味

※ II 

※ II 

※中志段味

※上志段味

茶屋ケ坂池

猫ケ洞池

荒池

井堀上池

”下池

ぐ み池

五合下池

新池

塚ノ秋池

デッチョ池

西堀池

牧野池

延彦池

明徳池

池の形

戸
C 

I
V
m
l
l
l
"
w
"
w
"
 

I
V
I
I
V
I
V
I
V
I
V
1

日
凰

w
"

＂
＂
ー
！

l
V
l
V
I
I
V
l
V
l
V

圃

B
C
C
B
C
B
B
B
C
B
C
C
B
B
C

印
印
C
B

枯

C
B
c
c
c
c

璃
c
A

C
c
c
C

B
C
B
c

c
A
A
C
c
A
c
c
C

B

境
的-I
I
I
V
l
l
"
I
I
I
V
I
V
I
V
I
I
I
I
I
V
!
I
V
I
V

皿

I
I
I
V

環

I
I
I
 

(,rt) 

1 6 8 5 8 

2 0 3 2 

8 2 2 8 

4 6 2 4 

5 2 3 7 4 

5 2 3 7 4 

5 9 5 0 

2 6 4 5 7 

7 9 3 3 

8 8 5 6 

3 4 0 4 

1 6 9 0 2 

1 4 9 7 l 

5 2 8 9 

6 9 4 2 

3 4 7 l 

9 9 2 

2 9 7 5 

1 6 1 1 6 

7 4 9 0 

3 4 7 1 

1 9 8 3 4 

8 8 4 6 

2 8 6 8 3 

5 8 8 7 9 

6 2 5 5 

6 5 8 0 9 

1 0 3 4 9 

5 1 5 7 

6 8 8 6 

1 8 5 0 0 

1 1 9 1 8 

3 2 1 1 3 

1 7 9 5 0 

9 6 1 3 

229166. 

7 2 7 

1 6 3 7 7 

- 9 -

水
一
色

＿
pH  

緑褐
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番号 名 称 池の形 環境 面禎 (nr) pH  透視度 ( C1I )

1

2

3

4

1

2

3

4

5

6

7

8

9

o

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

2

3

4

5

6
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8

1

2

3

4

5

6
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8
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l
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1
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4
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4

4
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4

4

5

5

5

5
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5

5

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

 

荒池

大根池

新池

双子池

赤松大池

水主ケ池

要池

神沢池

蛇池

四郎曽池

砂走池

戸笠池

嗚子池

新海池

約池

平野池

琵琶ケ池

ニツ池

螺 貝 池

松池

蛭池

※徳重

※” 
維摩 池

岩本池

大広見池

大道平池

滝ノ水池

渕池

平池

※旭ケ丘町

井堀池

岩廻間上池

II 下池

秋ケ池

卯塚池

ォョナガ池

カキツバタ池

北浦池

清水池

立石池

出田池

中根中池

長 鶴池

ヒロ池

溝入池

上池

宮ケ洞池

蓋池

C
B
A
c
c
c
c
c
C
B

祖

c
c
c
C
B
A
B
C
C
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A
c
c
c
A
C
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消
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I
V
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I
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l
,
u
l
l
l
I
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皿
ー
ー
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I
I
I
I
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B
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A
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C

A
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B
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l
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l
l
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V

圃
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V
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I
V
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V
I
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I
I
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I
I
V
I
V

ー

I
l
I
V
I
V
I
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I
V
l
l
l
l
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9 1 2 3 9 

2 1 5 8 4 

1 9 8 3 5 

6 4 4 6 

1 4 4 5 9 

7 6 3 5 7 

2 9 1 2 6 

1 4 8 7 6 

1 2 4 7 6 

3 0 7 4 3 

1 8 0 3 6 

102824 

1 9 8 4 5 

6 2 3 9 1 

8 3 6 6 

2 0 4 7 3 

6 6 4 4 

3 8 9 8 8 

126954 

5 5 8 0 0 

4 4 0 0 0 

4 6 6 0 0 

4 5 0 0 0 

144970 

5 0 2 1 4 

7 3 0 0 

4 4 0 0 

1 2 0 0 

5 9 0 0 0 

2 5 0 0 

1 8 0 0 

3 8 0 0 

4 5 8 0 0 

1 6 0 0 

5 3 0 0 

2 0 6 0 0 

3 7 0 0 

3 4 0 0 

2 5 0 0 

7 6 0 0 

5 4 0 0 
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霞
霞
輝
鱈
霞
麟
畔
霞
鱈
ぼ
褐
五
禄
霞
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褐
渇
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褐
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8.4 

9.2 

7.6 

9.6 

9.9 

8. 6 
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9.5 
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7.9 

9.5 
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7.7 
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8.1 
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7

6

9

3

8

3

6

3

3

7
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8

1

8

o

o

o

7
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3

9

9
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1

1

2

1
1

3
2
1

ー

1
2

1

5
4
2
2

4
3
1
2

ヽ
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渇
”

掲
褐
緑
緑

緑
緑
緑
一

7.2 

6.8 

6. 9 

6. 9 

2 6 

> 5 0 

1 1 

2 4 

// 

‘’ 
緑掲 ゜

褐

緑褐

緑

緑掲

褐

緑

“ 

6. 7 

6.5 

5.8 

6.8 

6.2 

5

8

6

4

5

 

2

2

 

” 
緑褐

掲

緑

緑褐

6.1 

6.3 

6.1 

8.5 

7.6 

5.5 

7.5 

6.2 

7.4 
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7.0 

6.6 

) 5 0 

2 8 

3 7 

> 5 0 

1 8 

1 2 

2 2 

1 4 

2 5 

1 0 
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番号

7 0 I 

7 0 2 

7 0 3 

7 0 4 

7 0 5 

7 0 6 

7 0 7 

7 0 8 

7 0 9 

7 i 0 

7 1 I 

7 1 2 

7 1 3 

7 1 4 

7 1 5 

7 1 6 

7 1 7 

7 1 8 

7 1 9 

7 2 0 

7 2 1 

7 2 2 

7 2 3 

7 2 4 

7 2 5 

7 2 6 

7 2 7 

7 2 8 

7 2 9 

7 3 0 

7 3 1 

8 0 1 

8 0 2 

9 0 1 

9 0 2 

9 0 3 

9 0 4 

9 0 5 

906 

9 0 7 

9 0 8 

9 0 9 

9 1 0 

9 1 1 

9 1 2 

9 1 3 

9 1 4 

9 1 5 

9 1 6 

名称

愛知池

新池

阿良池

新ラ田池

岩藤新池上池

II 下池

海老池

鶴思慕池上池

笠寺池

芋地池

鷺 池

高松池

寺脇池

生出し池

機織池

林池

東池

藤 塚 池

二ツ池上池

弁天池

堀割池

三ツ池上池

II 中池

II 下池

五色園三ツ池中

II 下

蟹甲三ツ池下

三ツ蜂上池

II 下池

美 ぬ 輪池

※岩藤新池北

牛廻間池

濁池

荒巻上池

II 下池

大蔵池

大狭間上池

II 下池

大原池

唐竹池

皿池

善波池

稚池

鶴根池

長池

西池

琵琶池

三崎池

三ツ池
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B
C
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I
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I
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c

c

A

A

C

A

B

C

B

A

C

B

c

c

c

c

C

B

B

A

A
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A

C

A

B

B

A

A

B

B

B

A

B

A

B

B

B

C

A

B

B

 

面 積 （ が ）

2 3 0 0 0 

1 0 9 0 0 

8 1 0 G 

1 0 9 0 0 

30000 

5 3 4 0 0 

8 0 0 0 

5 3 0 0 

1 l 3 0 0 

6 5 0 0 

l O O 0 

l 6 9 0 0 

7 7 3 0 0 

l 7 4 0 0 

4 7 0 0 

2 9 0 0 

3 7 0 0 

3 1 6 0 0 

5 6 0 0 

2 4 0 0 

3 1 0 0 

2 7 0 0 

6 8 0 0 

4 3 0 0 

8 2 0 0 

1 3 0 0 0 

l 9 9 0 0 

3 5 0 0 0 

3 9 3 0 

28647 

7 0 0 0 

1 9 0 0 0 

3 7 0 0 0 

1 3 0 0 0 

1 3 0 0 0 

2 6 0 0 0 

1 6 0 0 

1 8 0 0 0 

1 4 0 0 0 

1 6 0 0 0 

2 0 0 0 

3 0 0 0 

1 3 0 0 0 

1 6 0 0 0 

2 0 0 0 0 

1 2 0 0 0 

水色

緑褐
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II 
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緑

II 
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禄
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褐

緑
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緑褐
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禄
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” 
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緑 ゜

褐

緑

緑 ゜

禄゜

緑

緑褐

H
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6
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透視度 ( C1II )

2 1 

2 2 

1 5 

1 0 

3 0 

4 4 

3 8 

4 0 

8 

1 8 

2 0 

2 0 

> 5 0 

1 6 

2 1 

3 6 

> 5 0 

1 7 , 
4 8 

23 

> 5 0 

> 5 0 

3 6 

3 0 

> 5 0 

> 5 0 

3 2 

> 5 0 

8 

> 5 0 

2 4 , 
1 1 

1 3 

1 8 

3 3 

1 8 

1 1 

2 5 

1 1 

I 0.4 

6.8 

9.8 

9. 7 

I 0.1 

6. 9 

7.2 

1 1 

2 2 

4 2 

3 2 

2 8 

> 5 0 

3 3 
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名称

岩ケ池

牛池

大池

上すり池

唐池

草野池

小堤西池

新池

洲原池

竜ケ根池

沼田池

花池

広沢池

間野四郎池

南池

山根池

釜池上池

II 下池

鴨池上池

II 下池

Ill 池

新池

澄池

立会池

立合池

トチネ池

ーツ池

マス池

薮 池

池の形 環境 面積("')水色

B 『 110951 緑゜

C N 17654 緑褐

B 圃 3 Q 6 8 II 

B H 9141 緑

B Il 9972 褐

B

C

B

C

B

C

A

C

B

B

A

A

A

B

B

A

A

A

A

C

B

C

A

C

 

' 
＂
山

i
w
"

W
 

'
HI 

III 

E"-IIlm"a 

IV
— 

8 0 8 2 8 緑褐 6.4 

3 3 1 5 9 枯掲

1 6 9 9 7 緑褐 7.2 

179627 緑゜ 9.6 

2 9 5 6 3 緑 9.7 

8 8 3 3 褐 8.0

1 5 1 3 1 - 6. 8 

2 0 4 1 3 緑褐 6.0 

1 2 4 1 1 11 7. O 

4 2 9 6 4 禄゜ 8. 6 

3 3 5 8 緑 7.3 

1 1 4 4 5 緑褐゜ 9. 3 

6 5 7 8 禄 9. 〇

9 3 7 1 緑゜ 9.0 

1 4 Q 8 2 . II 9.1 

1 8 2 6 9 

6 9 6 8 

4 2 8 7 

// 

” 
II 

II 

1 8 6 7 0 緑

1 4 8 7 緑゜

5 8 5 9 1 緑褐

5 0 0 0 11 

5 6 0 9 緑

pH 透視度 ( C1JI )

7.2 3 5 

7.4 2 1 

6.3 > 5 0 

9.5 1 1 

6. 7 2 6 

4 2 

9. 7 

6.8 

9.2 

9.9 

9.2 

9. 5 

8.5 

8.0 

9.1 

l

9

9

1

5

8

7

4

6

8

7

7

9

8

1

5

9

0

9

3

8

6

 

2

2

3

4

1

2

4

1

1

2

1

2

1

 

表- 1 の説明

1) 該当する池の所属する行政区を示す。 (0 : 守山区、 1 : 千種区、 2 : 名東区、 3 : 天臼区、 4 : 緑区

5 : 尾張旭市、 6 : 長久手町、 7 : 日進町、 s: 東郷町、 9 : 豊明市、 10 : 刈谷市、 11 : 大府市）

2) 各行政区内の通し番号、 50 音順。

3) ※は、無名のため所在地を示す。

4) 池の形を示す。 (A: コ ンクリート、石垣による護岸率が 80%以上で形は方形で直線部分が多い。

B: 同護岸率が 50%以上で形は半円形または台形で直線部分が比較的多い。 c: 同護岸率が極めて低

＜形は円形またはアメ ーパ状で直線部分は少い。）

5) 池周囲の環境を示す。 ( I : 緑地はほとんどなく大部分が人家や道路に囲まれる。 D : 一部に草地また

は畑地がみられる。 II : 部分的に林や草地で囲まれる。 IV : 大部分林で囲まれる。）

6) 水色の右肩の丸印は、水の華の発生を示す。
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活動の記録

S 58. 7. 30 名古屋市及びその周辺の溜池の現状調査について第 1 回打ち合せ。

8.27 名古屋市及びその周辺の溜池の現状調査について第 2 回打ち合せ。

9.24 名古屋市守山区森林公園の植生観察会（飯尾俊介担当） 。

10. 29 名古屋市及びその周辺の溜池の現状調査まとめ

「第 2 回ため池の自然を考える会」開催についての打ち合せ。

11.26 「第 2 回ため池の自然を考える会」実施要項、資料の作成と打ち合せ。

12.25 「第 2 回ため池の自然を考える会」於名古屋市名東区社教センタ ー。参加者22名。

「塚ノ秋池（名東区）の保存と活用にしての要望書（案）について」浜島繁隆。

「名古屋市とその周辺の溜池の現状調査報告ー池の水質 ，形態と周囲の環境 ー」

村上哲生、近藤繁生。 「名古屋市東部地域の自然を都市環境に生かす方策」鈴木達

夫。 「昔のため池の姿一森林公園付近の水生植物採集案内ー」飯尾俊介。

S 59. 1. 7 名古屋市役所に「塚ノ秋池（名東区）の保存と活用についての要望」を提出。内容

は、次頁参照。

1. 21 例会の予定打ち合せ。

2.25 第12回研究会「都市環境における水生毘虫」近藤繁生。

3.10 与五八池観察会（相地満担当）。

3.31 第13回研究会「水界における水草の役割」浜島繁隆。

4.28 第14回研究会「水の華について」村上哲生。

5.26 与五八池ほか東海市市内の溜池の観察会（相地 満担当）。

6.30 第15回研究会「水草の実験と観察、ユスリカ幼虫の実験と観察」鈴木達夫。

7. 7 夏期合同調査打ち合せ。

8.18 会報の内容について打ち合せ。

9.29 第16回研究会「tこめ池の意識調査」鈴木達夫。

四 研究会および会合は、市祁学園高蔵高校にて実施。

第 3 回 『 ため池の自然を考える会』開催についてのお知らせ

日 時： 12月 23 日（日）午前 9 時3的｝～

場 所：名古屋市名東区社教センター

視聴覚室
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